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フランスの教員養成制度は 2013 年 7 月に社会党政権
下で新たな教育法（「共和国の学校の再構築のための基本
計画法（Loi no. 2013-695 du 8 juillet 2013 d’orientation et 
de programattion pour la refondation de l’école de la 
République、国民教育大臣の名称をとって「ペイヨン法」
と通常呼ばれる）1が制定されて、2013 年新学期より従
来の大学附設教師教育部（IUFM, Instituts Universitaires de 
Formation des Maître）は教職教育高等大学院（ESPE, École 





ととなった。ところが、2013 年入学生以降は ESPE の学







Éducation et système éducatif, 2014/2015, Objectif CRPE, 
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所，2007 年，pp. 30-53. 
3 フランスにおける保護者の学校参加に関しては，大津
尚志「フランスにおける生徒・父母参加の制度と実態」
（『教育学研究論集』第 7 号，2012 年，pp. 21-26.） 
4 本書，pp. 309-319. 
 
（付記）本稿は，平成 25～27 年度科学研究費補助金・基
盤研究（B）「フランス保守政権下の教育改革に関する総
合的研究」（研究代表者，堀内達夫，研究課題番号
25285216）の成果の一部である。
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